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　 1つの企業で複数の事業運営を

する経営スタイルは決して珍しく

ない時代。事業部単位で独自運営

がなされ，他事業部との交流がほ

ぼない社風，逆に， 1つの企業と

して，事業部門の枠を超えて交流

が盛んな社風等，経営スタイルは

近くとも社風は企業によって様々

ではないだろうか。

　複数の事業を複数の拠点で運営

する私のクライアントＤ社では，

私が関わりを持たせていただく以

前から，月次定例会議で全事業部

の社員が集まり，情報共有，社内

教育，同じ時間を過ごすなかでの

交流が図られている状況にあっ

た。私がその場の様子を初めて見

た際，確かに事業部を超えてコミ

ュニケーションを図る姿が見られ

たが，あくまで「月 1回顔を合わ

せるその場限りの関係」というの

が実情であった。Ｄ社の代表は，

この状況を打破し，事業部の枠を

超えた 1つの企業としての組織力

を高めたいという強い想いを抱い

ていた。

価値観と志と習慣を統一する

　Ｄ社の代表が理想とする「事業

部の枠を超え 1つの企業として組

織力が高い状態」を実現するにあ

たり，ポイントになるのは，社員

の「価値観・志・習慣の統一」であ

ると私は定義した。この 3つを統

一するには，単なる集合研修だけ

では難しいと判断した私は，定期

集合研修とWebコミュニケーショ

ンツールを併用するアクションラ

ーニング型の教育スキームが必要

だと考え，それを提案し，そこか

ら本格的に関わることになった。

　事業部の枠を超え 1つの企業と

して組織力が高い状態を実現する

ことを目的に，社員の「価値観・

志・習慣を統一させる」ための年

間の教育計画を立て，月次定例会

議の後半の時間を活用した集合研

修とWebコミュニケーションツー

ルの運営を同時に始動することに

した。アナログ×デジタルのアク

ションラーニング始動にあたり，

まず，事業部の枠を超えた組み合

わせで全参加者を 3つのチームに

分け，上位役職者を各チームのリ

ーダーに任命し，集合研修ならび

にWebコミュニケーションツール

運営におけるリード役を担っても

らうこととした。

　 3人のリーダーは，上位役職者

ということもあり，顔と名前を把

握できていたが，リーダーと各メ

ンバー，メンバーとメンバーにお

いては，少し話をしたことがある

程度で，顔と名前も一致していな

いような状況にあった。この状況

を踏まえ，本格始動前のリーダー

の初仕事として，チーム編成（メ

ンバーの振り分け）をお願いし，

リーダー同士のコミュニケーショ

ンを図ってもらった。

　このような一体感があるとは言

い難い状態からスタートしたアク

ションラーニングであったが，4

ヵ月が経過した頃には，事業部の

枠を超えた共通言語でのコミュニ

ケーションが展開され， 1人の社

員の悩みに対して，異なる事業部

の複数の社員からリアルタイムで

アドバイスや提案が挙がる状態へ

と大きく変化を遂げることになっ

た。果たして何が変化の決め手に

なったのだろうか？

　その変化の決め手は 2つある。

1つは，集合研修の場で毎月行う

ペーパーテスト，もう 1つは，各

チーム単位で運営するグループチ

ャットにおけるメンバー間の意識

的なコミュニケーションである。

ペーパーテストは，前回の研修で

学んだ知識・考え方・スキルをど

こまで覚えているか確認するもの

で，テスト結果として，各チーム

の正解率平均値を毎月算出し，全

チームでそれをシェアする，これ

を繰り返した。始めた当初は，テ

ストで良い点を取るために学んだ

重要キーワードをただ単に研修前
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日に暗記してくるというメンバー

が多数いたが，徐々にそのような

メンバーは減ることになった。

　そうなった理由こそ，大きな変

化を遂げたもう 1つの決め手，各

チーム単位で運営するグループチ

ャットでのメンバー間の意識的な

コミュニケーションである。

チャットで一体感を生み出す

　毎月集合研修のなかで，各チー

ムのグループチャットのより良い

活用についてチームメンバー全員

で協議し，運営方法を都度ブラッ

シュアップしてもらった。各チー

ムのグループチャットは，所属メ

ンバーのみが閲覧・参加可能な状

態にしてあったが，リーダーの 3

名のみ，あえて他チームのグルー

プチャットも閲覧・参加可能とし

た。それにより，お互いのグルー

プチャット運営の良い点をシェア

し合い，自分のチームのグループ

チャット運営に反映するというサ

イクルを定着させた。

　さらに，同じ事業部で他のチー

ムに所属する直属部下の様子を他

チームのグループチャットを閲覧

することで確認し，所属チームは

違えど，日常の職場内で，同じ話

題でコミュニケーションが自然発

生するようにした。スタート時の

各チームのグループチャット運営

は，それなりの違いがあったが，

時間経過とともに全チームが近い

運営方法になっていった。

　当初は顔と名前すら一致せず，

異なる業務を異なる職場で行うメ

ンバー同士の関係性がとても良く

なり，ペーパーテストの結果も高

まったグループチャットの運営方

法は段階的に 3つあった。

　 1つ目は，曜日担当制での各メ

ンバーからの何かしらの情報発信

である。特に決め事はせず，まず

はWebコミュニケーションツール

を使用することに慣れてもらう，

チームメンバーのことを分かり合

う，これらを目的とした運営であ

った。この運営をするなかで，自

分が発信した情報に対して，メン

バーから何かしらコメントがもら

えると純粋に嬉しくなり，何も反

応がないと寂しい気持ちになるこ

とを実感した各メンバーは，その

気持ちを集合研修でシェアし，共

感し合い，それがきっかけで，グ

ループチャット内でのメンバー間

のコメントのやり取りが飛躍的に

増えることとなった。

　 2つ目は，集合研修で決めた目

標に対する各メンバーからの取り

組み報告とそれに対する研修で学

んだ知識・キーワードを意識的に

使ったリーダーからのコメントフ

ィードバックである。研修を通じ

全員でインプットした共通の知

識・キーワードをリーダーが積極

的にアウトプットし続けたこと

で，メンバーからの報告内容にも

研修で学んだ共通知識・キーワー

ドが自然に含まれるようになり，

使用する共通言語が徐々に増え，

定着していった。

　 3つ目は，集合研修でトレーニ

ングしたコミュニケーションスキ

ルのポイントを意識したグループ

チャット上での雑談である。目標

に対する報告以外で，シェアした

い，相談に乗ってほしい，アイデ

アが欲しい等をフリーの話題とし

てメンバーがアップし，その話題

でやり取りする際には，聴く，訊

く，伝える，誉める，叱る等のコ

ミュニケーションスキルのポイン

トを意識的に活用したコメントを

し合う。この活字でのスキルトレ

ーニングを全員で行うことが定着

し，集合研修時や各職場における

リアルコミュニケーション場面に

おいても磨いたスキルが徐々に発

揮されるようになっていった。

　そして，アクションラーニング

始動から 5ヵ月目。次年度の計画・

目標を社員が発表する姿を見て，

Ｄ社の代表は私にこう言った。

　「事業部の枠を超え 1つの企業

として組織力が高まってきている

ことを強く感じます」

　社員の幸せのために，企業とし

ての生き残りをかけた様々な事業

展開をするなかで，知らず知らず

一体感が低下し，社員の日常の幸

福感も薄れてしまう。こんなこと

を予防するための 1つの手段とし

て，今回の事例のようなWebコミ

ュニケーションツールの活用は有

効かもしれない。

第1回：使い方次第で様々な効果を発揮するWebコミュニケーションツールの可能性

第2回：事例① 会社発信情報に対するチャット返信コメント0件が90件に激増した理由

第3回：事例② 新卒採用で苦戦する会社が採用スキル強化～結果が出せるチームになれた理由

第4回：事例③ 退職希望社員が残留決意～2ヵ月後に売上自己ベストを叩き出したツール活用法

第5回：事例④ 部署・拠点・立場の異なる社員の価値観・行動統一～組織活性を実現したチャットの使い方

第6回：事例⑤ 管理職同士の関係構築強化＋スキルアップし続ける習慣が定着したチャットの使い方

■ 佐藤 隆久（さとう　たかひさ） ht tp: //vc - co rp .net /

ベンチャー企業での人事部長経験，女性のみが所属する会社の経営経験，
コンサルティング会社での人事コンサルタント等の経験をバックボーンに，
通算18年にわたり，様々な業界企業が抱える【人材の採用・定着・成長に
関する問題解決】を支援し，人材開発，組織活性化を実現。自身の体験と
クライアント企業での支援実績に基づく新卒採用・中途採用・教育研修の
コンサルティングは，圧倒的に分かりやすく納得感があると好評を得ている。

▶モットー「関わる全ての方に分かり易く納得感ある学びと気付きを提供する」


